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う仕組みであり、2004 年の障害者教育法改訂を機に普及が進んでいる。  


















 第 4 章は、2001 年開催の LD サミットおよび 2003 年開催の RTI シンポジウムに
注目し、RTI 導入時の論点を明らかにしている。そこでは、再び学習障害が個人に
内在する器質的な要因による学習の困難として捉えられた。また、学習障害を識別
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する方法として RTI に期待が寄せられる半面、どのようなスキルや方略に焦点を合
わせるのかについての一致が得られるには至っていなかった。  
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 本論文の成果としては、大きく次の 3 点を挙げることができる。  
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